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� ヒッグスポテンシャル 

� B-L模型 

� TeVスケール 



� ヒッグスポテンシャル 
　フラットポテンシャル 
	 

� B-L模型 
　標準模型の拡張 
 

� TeVスケール 
　フラットポテンシャルの予言 



フラットポテンシャル	 
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 at planck scale	 �H = µ2 = 0

フラットポテンシャル	 

繰り込み群方程式	 



Coleman-Weinberg機構	 

CW機構	 

ポテンシャル	 

1階微分	 

２階微分	 
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S.R.Coleman, E.Weinberg 
PRD7 (1973) 1888	 

標準模型	 



トップクォークが重すぎるために、ポテンシャルが
安定ではない 
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標準模型ではCW機構はうまく機能しない 
　　　B−L模型を考える	 

標準模型のCW機構	 



B−L模型	 

� ゲージ対称性 

� 新粒子 
 

右巻きニュートリノ 
SMシングレットスカラー 
　	 	 	 	 　	 ゲージ場 
 
�  ラグランジアン 

�  ポテンシャル 
フラットポテンシャルを仮定 
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B−L模型のフラットポテンシャル	 

フラットポテンシャル	 

繰り込み群方程式	 

プランクスケールでの仮定
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ゲージカップリング	 



B−L模型のCW機構	 
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1階微分	 

2階微分	 

非自明な最小値 
⇒自発的なB-L対称性の破れ	 
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電弱対称性の破れ	 

フラットポテンシャルからλ’ はnegative 
⇒負の質量項によってEW対称性が破れる 

SMヒッグスがB−Lヒッグスとのmixingを通じ
質量を持つ 
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フラットポテンシャルの予言	 
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我々の模型の予言	 

B−Lゲージカップリングがすべてを決める	 



まとめ	 

� フラットポテンシャルを仮定 
　　標準模型の真空は不安定 
 

� B−L対称性をゲージ化した模型 
　　CW機構により安定な真空 
 

� フラットポテンシャルの予言 
　　B−L対称性の破れのスケールはTeV 


